
 
 
 

 
 

  移植後の高温等により水田土壌の異常還元が発生し、水稲の初期生育が抑制されることで、減

収や玄米粗タンパク質含有率が高くなるなど、産米に悪影響を及ぼす事例が見られる。水田土壌

の異常還元を解消するために、除草剤の効果を考慮した生育初期の水管理技術を確立した。 
 
 

① 水稲移植後、土壌が異常還元状態となった場合に、１日落水管理、または３日落水管理を行

うことで、根の乾物重、茎数の回復が見られる（表１、図１、写真１）。また、除草剤の効果

の低下は見られない（表１）。 
② 土壌が異常還元となった場合に落水管理を行うと、常時湛水管理と比較して、土壌 Eh（酸化

還元電位）の上昇や生育抑制物質である土壌溶液中ポリフェノール濃度の低下が見られる（表

１）。 
③ ただし、５日落水管理を行うと、土壌を酸化的にする効果は高いが、根の乾物重や茎数の回

復程度が小さい（表１、図１）。また、５日落水管理や落水を繰り返す落水２回管理では、除

草剤の効果が低下し、残草しやすい（表１）。 
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表１ 落水管理の状況と土壌の変化、雑草残草量 

写真１ 3日落水区の根の様子 

（6 月 10日） 

図１ 落水管理別の根の乾物重、茎数 
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白く新しい根が多い 
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注１）落水程度は、３日落水が表面水がほぼ見えず足跡に水が残る程度の飽水状態、５日落水が１～２cm 幅のヒビが見え足跡の水もほぼない程度とした。 

注２）土壌 Eh は深さ５cm において、白金電極 10 本で測定した。土壌溶液中ポリフェノール濃度は、フォーリン・デニス法で比色分析した。 

注３）雑草の残草調査は、中干しを行う前の 6 月 24 日に行った。 

落水開始時 落水終了時

(mv) (mv,対照差) 6/5 6/17 (g/㎡,乾物)

１日落水 5/15 5/27 5/28 -159 +15 1.5 1.9 0.01

３日落水 5/15 5/27 5/30 -159 +46 1.5 2.4 0.01

５日落水 5/15 5/27 6/1 -159 +120 - - 0.09

落水２回 5/15 6/1、6/10 6/3、6/12 - - - - 0.46

常時湛水（対照） 5/15 - - - - 1.7 3.2 0.02

雑草残草量
（6/24）処理区

落水
開始日

湛水管理に
戻した日

土壌Eh 土壌溶液中ポリ
フェノール濃度(ppm)移植日

 
 
 
 

 
 

出穂後の気温が高くなると、米の品質を低下させる胴割粒の発生が増えることが知られている。

令和３年は出穂後の気温が高温で経過し、胴割粒の発生が懸念されたため、出穂後の気象経過と

胴割粒の発生状況との関係をより詳細に調べ、今後の生産技術対策の参考にする。 
 

 
① 令和３年は、７月下旬から８月１半旬に出穂した水稲の出穂後 10 日間の日最高気温平均値

が 30℃以上となり、胴割粒が発生しやすい気象条件だった（図１、２）。 

② 出穂後 10日間の日最高気温平均値が高いと胴割粒が増加する（図３）。 

③ 穂揃期から穂揃期 20日後頃の葉色の低下程度が大きいと胴割粒が増加する（データ省略）。 

④ 刈取りが遅れた場合、外気の乾燥と湿潤の繰り返しで胴割粒の発生が助長される（図４）。 
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図２ 出穂後 10 日間の日最高気温平均値 
注）アメダス地点の観測値 

図３ 出穂後10日間の日最高気温平均値と

胴割粒率との関係 

図１ 胴割粒の外観 

図４ 登熟中期以降の飽差及び胴割粒の発生

推移 
注）飽差：空気中の乾きやすさの指標、品種：「つや姫」 
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